
デ
ィ
ン
グ
な
ど
で
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
長
い
お
付
き
合
い
で
得
た
知

見
を
活
か
し
、こ
の
た
び「O

urV
alues

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
企
画
・
制
作
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

企
業
理
念
・
経
営
姿
勢
・
行
動
規
範
を
冠

す
る「H

itz V
alue

」
は「K

anadevia
V
alue

」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
が
、

V
alue

の
内
容
は
変
わ
ら
な
い
。
変
わ
ら

な
い「
想
い
」を
引
き
続
き
社
員
に
浸

透
さ
せ
る
た
め
に
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。

会
社
を
飛
行
船
、
乗
組
員
を
社
員
と

し
て
、
同
じ
未
来
を
と
も
に
目
指
す
こ

と
を
表
現
。
ま
た
、
企
業
理
念
・
経
営
姿

勢
・
行
動
規
範
を
そ
れ
ぞ
れ
世
界
地
図
・

コ
ン
パ
ス
・
灯
に
置
き
換
え
て
メ
イ
ン
ビ

ジ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。

社
名
変
更
の
発
表
後
、
2
0
2
3
年

12
月
か
ら
本
社
、
工
場
な
ど
8
拠
点
で

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
、
食
堂
で
動
画
の
放

送
、
社
員
参
加
型
の
ウ
ォ
ー
ル
ボ
ー
ド
企

画
な
ど
を
行
っ
た
。

　V
a
lu
e

の
浸
透
で
社
員
の
行
動
変
容

を
促
し
、
カ
ナ
デ
ビ
ア
株
式
会
社
と
社

員
全
員
が
と
も
に
新
し
い
未
来
を
創
造

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

（
株
式
会
社
ハ
ル 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

曽
我 

あ
ず
さ
）

143年目のリ・ブランディング。

日立造船からカナデビアへ。

クローズアップ 企業ブランディング支援

大
阪
で
創
業
し
て

1
4
3
年
目
の
、新
し
い
船
出

　
2
0
2
4
年
10
月
1
日
、
カ
ナ
デ
ビ

ア
株
式
会
社
は
、
旧
社
名「
日
立
造
船

株
式
会
社
」か
ら
の
社
名
変
更
と
ブ
ラ

ン
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。

　
カ
ナ
デ
ビ
ア
株
式
会
社
は
1
8
8
1 

年

に「
大
阪
鉄
工
所
」と
し
て
創
業
し
、
造

船
、
鉄
工 

、
プ
ラ
ン
ト
、
産
業
機
械
な
ど

へ
事
業
を
拡
大
。1
9
4
3
年
に
商
号
を

「
日
立
造
船
株
式
会
社
」に
変
更
、
造
船

事
業
を
2
0
0
2 

年
に
分
離
し
、
現
在

に
お
い
て
は
、
環
境
や
イ
ン
フ
ラ
、
脱
炭

素
化
の
分
野
な
ど
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。 

こ
の
た
び
、

〝
技
術
の
力
で
人
類
と
自
然
の
調
和
に

挑
む
企
業
グ
ル
ー
プ
〞と
し
て
新
た
な
歴

史
を
築
い
て
い
く
た
め
、
商
号
の
変
更
を

決
定
さ
れ
た
。

社
名
が
変
わ
っ
て
も
、変
わ
ら
な
い

想
い
を
社
員
に
伝
え
る
。

「O
u
r V
a
lu
e
s

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
ハ
ル
で
は
旧
社
名
時
代
か
ら
、
グ
ル
ー

プ
報『
か
け
は
し
』の
制
作
や
先
端
情
報

技
術
セ
ン
タ
ー「A

・I/T
E
C

」の
ブ
ラ
ン

カナデビア株式会社（旧：日立造船株式会社）

▲ Value啓発ポスター

産
業
用
冷
凍
機
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
前
川
製
作
所（
通
称
マ
エ
カ
ワ
）

が
、2
0
2
4
年
に
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
。

1
0
0
年
と
い
う
祝
い
の
節
目
に「
次
の
1
0
0
年
を
推
進
す
る
た

め
の
マ
エ
カ
ワ
の
D
N
A
」を
伝
え
る
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
作
。

「
打
て
ば
、響
き
、拡
が
る
、も
の
つ
く
り
の
可
能
性
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に

デ
ザ
イ
ン
し
た
マ
ー
ク
は
、マ
エ
カ
ワ
の
未
来
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表

現
し
て
い
る
。
ま
た
、今
回
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
使
っ
た
30
秒
程
度
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョン
動
画
を
制
作
。

表
現
で
最
も
重
視
し
た
点
は
、独
自
の
成
長
を
遂

げ
て
き
た
マ
エ
カ
ワ
の
企
業
風
土
を
、多
く
の
海
外
拠

点
で
働
く
仲
間
に「
言
葉
を
介
さ
ず
に
直
感
的
に
伝

え
る
」こ
と
。
非
言
語
で
も
伝
わ
る
よ
う
、音
に
も
こ

だ
わ
り
、ト
ヨ
タ
な
ど
の
Ｃ
Ｍ
を
手
が
け
る
サ
ウ
ン
ド

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
若
狭
真
司
氏
に
作
曲
い
た
だ
い
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
動
き
と
サ
ウ
ン
ド
を
融
合
さ
せ
る

こ
と
で
、次
の
1
0
0
年
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
現
し
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
動
画
に
仕
上
が
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
が
当
た
り
前
の
今
、非
言
語
で
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
は
、今
後
さ
ら
に
注

目
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
株
式
会
社
ハル 
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
プ
ラ
ン
ナ
ー 

千
代
木 

育
美
）

▲ 周年動画

グ
ロ
ー
バ
ル
に
企
業
風
土
を
伝
え
る

周
年
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
制
作

お
か
げ
さ
ま
で
ハ
ル
は
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
専

門
企
業
と
し
て
今
年
で
20
周
年
。
感
謝
の
気

持
ち
を
も
って
み
な
さ
ま
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

つい
て
考
え
る
機
会
と
し
て「
ハル
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
フェス
テ
ィ
バ
ル
」（
通
称 
ブ
ラ
フェス
）を
開
催
中
。

第
1
弾
は
8
月
22
日（
木
）、神
戸
大
学 

大
学

院 

栗
木
教
授
に
よ
る「
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
ア
ル・シ
フ

ト
」。
予
想
を
上
回
る
参
加
者
で
賑
わ
い
、当
日
は

セ
ミ
ナ
ー
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実
施
。ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
で
は
、日
本
昔
話
の「
わ
ら
し
べ
長
者
」を
取
り

上
げ
、そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
隠
れ
て
い
る
エ
フ
ェ
ク

チ
ュ
ア
ル
の
本
質
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。「
藁

に
ア
ブ
を
く
く
り
つ
け
た
着
眼
点
が
面
白
い
！
」

「
目
の
前
の
困
っ
た
人
の
課
題
解
決
を
し
た
こ
と
が

成
功
の
カ
ギ
に
？
」な
ど
の
意
見
が
飛
び
交
い
会
場

を
沸
か
せ
た
。セ
ミ
ナ
ー
後
は
、ハ
ル
オ
フ
ィ
ス
で
交

流
会
。
新
し
い
つ
な
が
り
が
広
が
り
、い
く
つ
も
の

ビ
ジ
ネ
ス
が
動
き
出
し
そ
う
だ
。

2
0
2
5
年
も
多
様
な
視
点
で
ブ
ラ
フ
ェ
ス
を

企
画
中
。
ぜ
ひ
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

（
株
式
会
社
ハル 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

渡
部 

久
実
子
）

神
戸
大
学
大
学
院 

栗
木
教
授
に
学
ぶ

「
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
ア
ル・
シ
フ
ト
」

ハ
ル
の
ブ
ラ
フ
ェ
ス

前
川
製
作
所
の
1
0
0
周
年

▲YouTube
動画はこちら

ハ ル の 旬 の 話 題 をご 紹 介haru’s news
topics
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topics

03

topics

04

笑
い
あ
り
涙
あ
り
。

大
阪
･
梅
田
の
本
社
オ
フ
ィ
ス
で

2
0
2
4
年
度
ハ
ル
入
社
式

2
0
2
4
年
4
月
1
日
、入
社
式
を
執
り
行
っ
た
。
今
年
度
新

た
に
ハ
ル
の
仲
間
に
加
わ
っ
た
の
は
、大
阪
本
社
に
2
名
、東
京
支

社
に
2
名
の
計
4
名
だ
。
2
0
2
3
年
11
月
に
移
転
し
た
大
阪
・

梅
田
ダ
イ
ビ
ル
の
本
社
オ
フ
ィ
ス
で
は
、初
の
入
社
式
と
な
っ
た
。

リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
た
東
京
メ
ン
バ
ー
に
も
緊
張
感
が
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
く
る
中
、新
入
社
員
の
自
己
紹
介
と
意
気
込
み
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
会
長
の
越
智
、社
長
の
中
村
を
は
じ
め
、役
員
、リ
ー

ダ
ー
、教
育
担
当
や
ブ
ラ
ザ
ー
シ
ス
タ
ー
と
な
る
先
輩
社
員
か
ら

は
、歓
迎
の
言
葉
や
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
が
入

社
当
時
を
思
い
出
し
て
涙
し
な
が
ら
語
り
、思
わ
ぬ
展
開
に
笑
い

が
起
こ
る
場
面
も
。
そ
こ
で
新
入
社
員
の
緊
張
も
ほ
ど
け
、温
か

い
雰
囲
気
で
入
社
式
が
締
め
く

く
ら
れ
た
。

あ
れ
か
ら
半
年
あ
ま
り
。
社

会
人
と
し
て
新
た
な
経
験
を
重

ね
な
が
ら
、入
社
当
初
と
比
べ
て

凛
々
し
い
顔
つ
き
に
な
り
、成
長

し
て
い
く
新
入
社
員
の
み
な
さ
ん

に
、刺
激
と
気
づ
き
を
も
ら
う

日
々
だ
。

（
株
式
会
社
ハ
ル 

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー 

北
川 

綾
）

ハ ル の 旬 の 話 題 をご 紹 介haru’s news

と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
多
言
語
化
に
も

対
応
し
て
い
る
。

大
阪
・
関
西
万
博
に
お
い
て
も
、
自
動

翻
訳
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
語
は
世
界
の
言

語
の
中
で
も
複
雑
で
、
習
得
の
難
易
度

が
高
い
言
語
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の

万
博
に
お
い
て
自
動
翻
訳
シ
ス
テ
ム
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
言
語
の
壁
を
超
え

て
シ
ー
ム
レ
ス
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

実
現
さ
れ
る
と
い
う
。
翻
訳
技
術
は
常

に
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。

　
ハ
ル
で
は
多
言
語
案
件
に
品
質
高
く

対
応
す
る
た
め
、
多
く
の
翻
訳
ブ
レ
ー

ン
と
連
携
。
進
行
す
る
案
件
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
最
適
な
ブ
レ
ー
ン
を
ア

サ
イ
ン
し
、ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
な
げ
て

い
る
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
会
社
だ
か
ら
こ

そ
日
本
語
で
構
築
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
と

デ
ザ
イ
ン
を
真
ん
中
に
置
い
た
一
貫
し
た

品
質
の
多
言
語
展
開
は
多
く
の
お
客
様

55
年
ぶ
り
に
大
阪
の
地
で
日
本
国
際

博
覧
会
が
ま
も
な
く
開
催
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
高

ま
る
日
本
の
中
で
、
特
に
大
阪
は
人
気

が
高
く
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
い
る
が
、
2
0
2
5
大
阪
・
関
西

万
博
を
契
機
に
さ
ら
な
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
開
催
に

至
る
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
物
議
を
醸
し
た

大
阪
・
関
西
万
博
だ
が
、
個
人
的
に
は

人
生
で
初
め
て
体
験
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る

一
人
で
あ
る
。

　

今
回
の
万
博
開
催
を
き
っ
か
け
に
、

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、

多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、ハ
ル
に
も
多
く

の
企
業
か
ら
多
言
語
展
開
に
つ
い
て
ご

相
談
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。ハ

ル
で
は
、長
年
に
わ
た
っ
て
取
扱
説
明
書

や
カ
タ
ロ
グ
な
ど
、日
本
語
版
の
制
作
と

か
ら
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、ハ
ル
で
は「
多
言
語
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
題
し
て
、ご
相
談
を
好
評
受
付
中
。
海
外

市
場
へ
の
展
開
を
検
討
さ
れ
て
い
る
企
業
様

を
は
じ
め
、
既
存
ツ
ー
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な

ど
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た

い
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
視
点
の
多
言
語
展
開
の

提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

（
株
式
会
社
ハ
ル 　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　

                           　
　
　

森
本 

公
幸
） 　2024年7月時点の大阪・関西万博会場の工事の様子

◀

進
化
す
る
翻
訳
技
術
。

ハ
ル
で
は
多
言
語
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
で
す
。

▲ 笑いあり涙ありの入社式後の集合写真

2
0
2
4
年
8
月
、近
年
注
目
さ
れ
て
い
る「
ア
ー
ト
思
考
」の一

部
を
紐
解
く「
ア
ー
ト
鑑
賞
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
オ

フ
ィ
ス・W

eW
ork

東
京
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
竹
芝
に
て
開
催
し
た
。
当

日
は
16
名
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

本
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
は
、共
創
施
設
・SH

IBU
Y
A
 Q
W
S

（
渋
谷
キ
ュー

ズ
）に
て
ア
ー
ト
鑑
賞
に
よ
る
価
値
や
体
験
に
つい
て
考
え
る
プ
ロ
ジェク

ト
に
取
り
組
む「A

rt M
eet

」の
メ
ン
バ
ー
を
ア
ー
ト
鑑
賞
サ
ポ
ー
ト
メ

ン
バ
ー
と
し
て
招
い
て
行
っ
た
。
前
半
パ
ー
ト
で
は
、Art M

eet

の
メ
ン

バ
ー・
大
豆
生
田
氏
に
よ
る「
な
ぜ
、新
規
事
業
の
創
出
に
ア
ー
ト
思
考

が
必
要
な
の
か
」に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。後
半
パ
ー
ト
で
は
、ア
ー

ト
を
鑑
賞
し
た
後
、グ
ル
ー
プ
で
そ
の
ア
ー
ト
に
ど
の
よ
う
な
題
名
を
つ

け
る
か
？
な
ど
の
多
角
的
な
問
い
を
そ
れ
ぞ
れ
投
げ
か
け
あ
っ
た
。
問
い

に
対
す
る
考
え
を
深
掘
り
す
る
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
や
思
考
が
引

き
出
さ
れ
た
。
ま
た
、他
者
の
思
考
も
知
る
こ
と
で
、新
た
な
気
づ

き
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
実
感
で
き

る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
と
な
っ
た
。

新
規
事
業
創
出
の
き
っ
か
け
は
も

ち
ろ
ん
、パ
ー
パ
ス
の
構
築
や
浸
透
に

ア
ー
ト
の
導
入
を
お
考
え
の
企
業
は
、

ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

（
株
式
会
社
ハ
ル 

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
ナ
ー 

猪
狩 

早
希
）

▲ ビジネスにおけるアート思考の重要性に関する
　 話に、感嘆の声もあがった

ア
ー
ト
思
考
を
紐
解
き
、

新
規
事
業
創
出
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
。

ハ
ル
の
ア
ー
ト
鑑
賞
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

2
0
2
5
大
阪
･
関
西
万
博
の
開
催
迫
る 

！

topics
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